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2023年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想と 

実績との差異に関するお知らせ 

  

2022年５月13日に公表しました2023年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想と本日公表の実

績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせします。 

 

記 

 

１．2023年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想と実績との差異 

（2022年４月１日～2022年９月 30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当た

り四半期

純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

34,500 

百万円 

1,020 

百万円 

1,100 

百万円 

760 

円 銭 

65.76 

今回発表実績（Ｂ） 30,541 586 808 574 45.37 

増減額（B-A） △3,958 △433 △291 △185  

増減率（％） △11.5 △42.5 △26.5 △24.5  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2022 年３月期第２四半期） 
31,879 891 1,147 851 74.18 

 
 

 

２．差異の理由 

2023年 3月期第２四半期累計期間の連結業績については、当社の主要ユーザーである自動車関連

企業を中心に顧客全般的に投資意欲は高く、受注は堅調に推移しましたが、世界的な半導体・部材

の供給制約の影響が当社においても解消には至らず、取り扱い商品について納期遅延が継続しま

した。このため、大型設備案件を中心に、顧客への納入スケジュールの変更が度々起きるなど、当

初の予定から後ろ倒しになる事例が複数あり、想定した計画を下回る状況となりました。この結果、

売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益について、上記の通り下方修正し

ました。 

なお、当第２四半期累計期間における受注額は、前年同期と比較して増加傾向にあり、年度末に

向けては供給制約が緩和される動きになると想定しています。このため、通期連結業績予想につい

ては、前回予想（2022年５月 13日公表）から変更はありません。 

  

以 上 


